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労労働働保保険険ににはは、、必必ずず加加入入ししままししょょうう

��������������������

���������

各支部対抗ソフトボール大会
日 時 平成２２年４月１１日�
集 合 午前９時 開会 ９時３０分

※小雨決行（雨天の場合は４月２５日に順延）

場 所 琴海町北部グラウンド
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春
の
組
織
拡
大
行
動
月
間

（
三
月
〜
五
月
）
が
始
ま
り
ま

し
た
。
春
期
の
拡
大
目
標
は
秋

期
と
同
じ
く
二
〇
〇
名
に
設
定
。

全
支
部
で
目
標
達
成
に
向
け
て

取
り
組
み
中
で
す
。

特
に
三
月
・
四
月
は
健
康
保

険
の
検
認
等
で
事
務
所
を
訪
れ

る
組
合
員
や
主
婦
の
皆
さ
ん
も

多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
を
利
用
し
、
組
合

未
加
入
の
ご
紹
介
を
ぜ
ひ
お
願

い
致
し
ま
す
。

昨
年
秋
の
拡
大
目
標
で
は
、

仕
事
も
大
変
厳
し
い
中
で
し
た

が
、
各
支
部
で
拡
大
行
動
に
取

り
組
み
一
〇
八
名
の
新
し
い
仲

間
を
加
入
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

秋
期
拡
大
で
は
目
標
を
突
破

し
た
支
部
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
市
南
支
部
と

浦
上
東
支
部
が
あ
と

一
名
、
西
彼
支
部
が

あ
と
二
名
と
い
う
結

果
で
し
た
。

ま
た
秋
期
拡
大
期

間
中
の
九
月
・
十

月
・
十
一
月
は
減
少

数
も
一
ケ
タ
台
に
止

ま
り
、
昨
年
の
同
時

期
よ
り
も
六
名
増
加

し
ま
し
た
。

拡
大
行
動
期
間
中
に
紹
介
頂

い
た
方
に
は
粗
品
進
呈
と
、
加

入
後
三
ヶ
月
在
籍
後
に
は
紹
介

者
に
対
し
て
三
千
円
の
謝
礼
金

を
贈
呈
致
し
ま
す
。

私
た
ち
の
仕
事
と
生
活
を
守

る
た
め
、
厳
し
い
時
こ
そ
仲
間

を
増
や
し
、
組
合
の
大
切
さ
を

訴
え
て
運
動
を
粘
り
強
く
展
開

し
ま
し
ょ
う
。

役
員
・
書
記

局
の
み
な
ら
ず

組
合
員
、
主
婦

皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

二二
〇〇
一一
〇〇
年年
中中
小小
建建
設設
業業
者者
新新
春春
研研
修修
会会
・・
交交
流流
会会

－

犬
塚
参
議
院
議
員
よ
り
「
公
契
約
法
の
現
状
に
つ
い
て
」
講
演－

�
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

と
建
設
長
崎
は
、
一
月
二
十
二

日
�
に
長
崎
全
日
空
ホ
テ
ル
で

「
新
春
研
修
会
」
並
び
に
「
交

流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
研
修
会
に
は
、
参
議

院
議
員
の
犬
塚
直
史
氏
を
講
師

に
招
い
て
「
公
契
約
法
の
現
状

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
県
下
各
支

部
よ
り
六
十
五
名
が
出
席
。

国
会
内
に
お
け
る
議
論
、

今
後
の
法
制
定
に
向
け
て

の
指
針
等
、
大
い
に
期
待

で
き
る
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

研
修
会
の
後
、
関
係
諸
官
庁
、

建
設
団
体
等
の
皆
さ
ん
と
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
中
小
建

設
業
協
会
の
金
子
三
智
郎
会
長

は
、「
大
河
ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」

の
放
映
が
始
ま
っ
た
が
、
今
年

は
観
光
都
市
と
し
て
の
基
盤
づ

く
り
が
問
わ
れ
る
年
で
も
あ
る
。

建
設
業
界
が
そ
こ
に
果
た
す
べ

き
役
割
は
、
大
き
な
も
の
が
あ

る
。
新
し
い
展
望
を
見
出
す
た

め
に
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
街
づ
く

り
に
官
民
問
わ
ず
今
こ
そ
着
手

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
歩

一
歩
を
確
実
に
進
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
と
し
て
県
知
事
、
長
崎

市
長
、
�
長
崎
県
建
設
協
会
会

長
の
三
名
か
ら
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

交
流
会
に
は
来
賓
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
一
四
八
名
が
参
加
し

盛
会
裡
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
の
組
織
拡
大
に
全
力
を
！

労働保険の継続更新は、５月１７日より随時実施します。
各事業所毎の詳細な日程は後日、郵送でお知らせします。

●労働保険は、政府が管理運営している強制保険です。
原則として労働者を１人でも雇っている事業主は労働保険に加入しなければなりません。
建設長崎では、労働大臣の認可を受け労働保険事務組合を運営して事務処理等一切を
行っています。
労働保険に加入していない事業所は必ず加入して下さい。

労災保険とは……
事業所で働く労働者が業務上の事由または通勤途上での負傷や疾病、それによる障

害・死亡等に対しての災害補償を行うことにより労働者やその家族を保護する目的で作
られ、労働者を雇っている事業主は必ず、加入することが法律で義務づけられた保険です。
労災保険に加入していない事業所での業務上災害発生の場合は、事業主が療養費や補
償等を納めなければならなくなります。

特別加入脱退時手続き変更について
特別加入労災保険料は、４月１日～３月３１日迄を１年分として納付します。
特別加入の脱退手続きを、年度更新の時にした場合は脱退した月迄の保険料が、必要
となります。

労働保険事務組合 長崎県建設産業労働組合

〔
講
演
す
る
犬
塚
参
議
院
議
員
〕

国
と
建
設
会
社
と
の
間
で
締

結
さ
れ
る
行
政
契
約
（
公
共
工

事
の
請
負
契
約
）
に
、「
公
共

工
事
の
受
注
者
は
、
そ
の
工
事

に
従
事
す
る
労
働
者
・
一
人
親

方
が
大
臣
の
定
め
る
下
限
額
以

上
の
賃
金
・
報
酬

を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
」
現
在
の
取
り

組
み
を
わ
か
り
や

す
く
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
千
葉
県

野
田
市
の
条
例
内

容
に
も
触
れ
、
長

崎
で
も
条
例
制
定

の
必
要
性
を
強
く

認
識
し
ま
し
た
。

March
No.537
２０１０年３月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます
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支

部

名

目
標
数

中

央

１３

大

浦

９

市

南

１３

東

長

崎

１２

浦

上

西

１８

浦

上

東

９

西

彼

１６

諫

早

２０

大

村

１１

島

原

１１

佐
世
保
中
央

１９

佐

世

保

東

１７

佐

世

保

北

１５

北

松

１０

平

戸

７

合

計

２００
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各支部の
春期拡大目標数

中小建設業協会
金子会長

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）３月１５日発行建 設 長 崎第５３７号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�



長
建
国
保
は

健
全
運
営
に
努
め
て
い
ま
す

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る

国
保
組
合
へ
の
報
道

＝

狙
い
は
補
助
金
削
減＝

不
当
な
報
道
に
は
断
固
反
論

国
保
組
合
の

育
成
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
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－

狙
い
は
補
助
金
削
減
か－

長
建
国
保
は
設
立
以
来
、
建

設
産
業
の
厳
し
い
実
態
と
経
済

状
況
の
中
、
医
療
保
険
制
度
の

様
々
な
見
直
し
等
に
よ
り
、
国

庫
補
助
率
の
見
直
し
（
削
減
）

や
給
付
の
見
直
し
（
本
人
給
付

一
〇
割→

九
割→

七
割
）
な

ど
、
社
会
保
障
の
後
退
を
迫
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
建
設
労
働

者
職
人
で
あ
る
組
合
員
と
そ
の

家
族
の
安
定
し
た
医
療
保
険
を

確
保
し
て
い
く
た
め
、
母
体
で

あ
る
建
設
長
崎
と
一
体
と
な
っ

て
保
険
料
の
収
納
対
策
や
資
格

適
用
の
適
正
化
対
策
、
医
療
費

の
適
正
化
対
策
な
ど
に
取
り
組

み
、
健
全
運
営
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
十
一
月
三
十
日
付
朝
日

新
聞
の
一
面
記
事
（「
建
設
系

国
保
十
一
組
合
で
入
院
無
料
」

の
見
出
し
）
を
皮
切
り
に
、
毎

日
・
読
売
新
聞
、
各
テ
レ
ビ
局

等
に
て
、
本
年
一
月
ま
で
に
国

保
組
合
に
対
す
る
国
か
ら
の
補

助
金
に
関
す
る
報
道
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

報
道
の
主
な
内
容
は
、「
国

保
組
合
は
、
手
厚
い
補
助
金
を

受
け
な
が
ら
（
療
養
付
加
金
な

ど
の
）
付
加
給
付
を
行
っ
て
い

る
。」「
剰
余
金
（
積
立
金
）
を

持
つ
裕
福
な
国
保
組
合
に
多
額

の
補
助
金
が
投
入
さ
れ
、
そ
の

補
助
金
は
政
治
的
影
響
力
に

よ
っ
て
確
保
し
て
い
る
。」
ま

た
、「
労
働
災
害
に
対
し
て
は

給
付
せ
ず
、
さ
ら
に
は
無
資
格

者
（
異
業
種
）
を
加
入
さ
せ
て

い
る
。」
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
、
国
保

組
合
に
対
す
る
補
助
金
削
減
へ

の
狙
い
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
か
つ
国
保
組
合
の
こ

れ
ま
で
の
運
営
努
力
そ
の
も
の

を
否
定
す
る
内
容
で
あ
り
ま
す
。

全
建
総
連
は
、
こ
う
し
た
批

判
と
も
受
け
取
れ
る
誤
っ
た
報

道
に
対
し
て
、
全
国
の
仲
間
た

ち
の
統
一
し
た
見
解
と
し
て
反

論
し
て
い
ま
す
。

○
国
保
組
合
の
補
助
金
は
、
す

べ
て
法
律
（
国
民
健
康
保
険

法
）
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
の
普
通
調
整
補

助
金
や
「
隠
れ
補
助
金
」
と
報

道
さ
れ
た
特
別
調
整
補
助
金
に

つ
い
て
も
、
法
律
で
明
記
さ
れ

た
法
定
の
補
助
金
で
あ
り
、
各

国
保
組
合
の
財
政
力
や
原
爆
医

療
等
の
特
殊
な
要
件
で
補
助
率

が
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

何
ら
批
判
や
否
定
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
急
激
な
医
療
費
の
高
騰
や
不

測
の
事
態
に
備
え
る
た
め
、
保

険
料
収
納
や
医
療
費
の
適
正
化

対
策
な
ど
の
運
営
努
力
を
行
い

な
が
ら
積
立
金
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

○
療
養
付
加
金
な
ど
の
付
加
給

付
の
実
施
に
つ
い
て
も
法
律
で

認
め
ら
れ
て
お
り
、
認
可
庁

（
県
）指
導
の
下
、
そ
の
給
付
財

源
は
全
額
自
分
た
ち
の
保
険
料

で
賄
っ
て
お
り
、
国
か
ら
の
補

助
金
は
一
切
交
付
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

○
現
場
で
の
災
害
に
つ
い
て
も

労
災
保
険
を
優
先
さ
せ
る
こ
と

は
法
律
上
当
然
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

○
無
資
格
者（
異
業
種
）を
偽
装

加
入
さ
せ
て
い
た
と
い
う
団
体

は
、
全
建
総
連
傘
下
の
国
保
組

合
と
は
全
く
無
関
係
の
団
体
の

こ
と
で
あ
り
、
私
た
ち
長
建
国

保
を
含
め
た
全
建
総
連
傘
下
の

国
保
組
合
に
は
建
設
業
で
働
く

仲
間
し
か
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
報
道
は
、
非
常
に

恣
意
的
な
決
め
つ
け
で
あ
り
、

か
つ
一
方
的
で
不
正
確
な
報
道

で
す
。

全
建
総
連
は
、
今
回
の
一
連

の
報
道
に
対
し
て
は
真
っ
向
か

ら
反
論
し
、
不
当
な
も
の
で
あ

る
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
建
設
労
働
者
職
人
の
医
療

を
守
る
立
場
か
ら
、
記
事
と
し

て
取
り
上
げ
た
報
道
機
関
各
社

に
対
し
抗
議
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
厚
生
労
働
省
・
財

務
省
な
ど
の
関
係
省
庁
、
各
政

党
や
国
会
議
員
等
に
対
し
て
、

国
保
組
合
の
努
力
に
よ
る
こ
れ

ま
で
の
経
過
等
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
理
解
を
求
め
る
と
と
も

に
、
一
連
の
報
道
に
対
す
る
全

建
総
連
の
考
え
方
等
に
つ
い
て

の
説
明
行
動
も
実
施
し
て
い
ま

す
。全

建
総
連
は
、
こ
れ
か
ら
も

国
保
組
合
の
育
成
・
強
化
を
訴

え
て
い
く
と
と
も
に
、
予
算
要

求
行
動
な
ど
国
保
組
合
に
対
す

る
補
助
制
度
を
守
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
私
達
も

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
国
保
組

合
を
守
り
、
育
て
る
運
動
、
予

算
要
求
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
等

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で

組
合
員
と
家
族
の
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
長

か
っ
た
長
崎
県
知
事
選
挙
も
終

わ
り
ま
し
た
。
民
主
党
、
社
民

党
、
国
民
新
党
が
推
薦
し
必
勝

を
期
し
た
闘
い
も
、
残
念
な
が

ら
敗
北
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

知
事
選
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
へ
、
お
礼
と
お
詫

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

中
村
法
道
氏
が
新
た
に
県
知

事
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
副
知
事
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
方
で
す
か
ら
、
長
崎
丸
の

か
じ
取
り
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、
私
た
ち
の
要
求
が
少
し
で

も
実
現
で
き
る
様
に
、
議
会
活

動
を
通
じ
て
全
力
で
活
動
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
政
は
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
の
知
事
交
代
と
な
り
ま
す
。

何
に
も
増
し
て
不
況
の
現
況
を

い
か
に
改
善
し
て
行
く
の
か
、

雇
用
を
い
か
に
し
て
作
り
出
し

て
行
く
の
か
に
全
て
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

今
の
県
の
経
済
情
勢
は
、
な

か
な
か
ト
ン
ネ
ル
の
先
の
光
が

見
え
る
状
況
に
な
り
ま
せ
ん
。

三
月
十
二
日
か
ら
三
月
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
と
比
べ

知
事
選
の
日
程
に
よ
り
、
約
一

ヵ
月
遅
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

不
況
克
服
に
向
け
て
大
型
予

算
が
組
ま
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
新
知
事
の
元
で
、
今

回
は
骨
格
予
算
の
み
で
あ
り
、

本
格
的
な
予
算
組
は
六
月
議
会

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
予
算
決
定
と
、
施

行
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

二
月
の
末
に
異
常
と
も
思
え

る
春
一
番
が
吹
い
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
北
の
外
れ
の
旭
川
で

も
、
観
測
以
来
二
月
と
し
て
の

最
高
気
温
を
記
録
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

景
気
も
異
常
、
気
候
も
異
常
、

そ
し
て
こ
れ
ま
で
真
面
目
に
築

き
上
げ
て
き
た
建
設
国
保
に
対

し
て
の
報
道
機
関
か
ら
の
誹
謗

中
傷
と
思
え
る
よ
う
な
報
道
。

私
た
ち
の
生
活
と
権
利
は
私

た
ち
が
守
り
抜
か
な
い
と
な
り

ま
せ
ん
。
み
ん
な
一
緒
に
な
っ

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
土
曜
日
を
中
心

に
人
手
が
多
い
よ
う
で
し
た
。

た
だ
し
、
昨
年
ま
で
多
く
の
ツ

ア
ー
を
運
ん
で
き
た
、
福
岡
か

ら
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
果
た
し
て
ト
ー
タ
ル
の
来

客
数
は
ど
う
な
る
の
か
楽
し
み

で
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
九
月
に
実
施
し
た

賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

二
〇
〇
九
年
九
月
に
実
施
し

た
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
二
九

五
四
名
（
職
人
層
一
四
九
七
名
、

一
人
親
方
層
七
九
九
名
、
親
方

層
六
五
八
名
、
同
年
組
織
数
比

四
一
・
一
％
）
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
調
査
へ
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
し

て
は
、
平
均
受
取
賃
金
は
、

大
工
常
用
・
手
間
一
二
、

九
三
一
円
、
大
工
一
人
親

方
一
三
、
五
六
六
円
、
全

職
常
用
・
手
間
一
二
、
五
一
五

円
、
全
職
一
人
親
方
一
三
、
四

五
三
円
。
平
均
就
労
日
数
は
、

十
七
・
一
日
（
昨
年
十
七
・
九

日
）。
ま
た
、
一
日
の
就
労
時

間
は
八
・
二
時
間
（
昨
年
八
・

二
時
間
）
で
し
た
。

年 収

２６０．３万円

２８１．８万円

２６２．７万円

３１０．９万円

労働日数

１６．４日

１４．６日

１７．１日

１６．８日

就労時間

８．３時間

８．１時間

８．２時間

８．０時間

平均日当

１２，９３１円（１２，７３２）

１３，５６６円（１４，５６７）

１２，５１５円（１２，７３５）

１３，４５３円（１４，５３８）

就労形態

常用・手間請

一人親方

常用・手間請

一人親方

大
工

全
職

県
議
会
だ
よ
り

３０

不不
当当
なな
ママ
スス
ココ
ミミ
記記
事事
にに
抗抗
議議

受取賃金
就労日数とも減少

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

※（ ）内は前年調査結果

ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
メ
イ
ン
会
場
に
て
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窓、サッシ、ガラスの性能証明書
※メーカーが発行した製品型番、製品番号、大きさが記載されたもの。

工事現場写真
※工事後に窓ごとに撮影したもの。（ポイント申請枚数分）

納品書又は施工証明書
※ボード系断熱材の場合は卸業者が発行した納品書、吹込系断熱材の場合は吹込
業者が発行した施工証明書。
（いずれも製品型番、使用量が記載されたもの）

工事現場写真
※改修部位（天井、壁、床）ごとに、工事中の状況を撮影したもの。

工事現場写真
※工事後に手すりの設置や段差解消、廊下幅等の拡張の工事ごとに撮影したもの。

エコポイント登録・交換申請書

工事証明書
※リフォーム工事を行った業者が交付。

領収書
※工事代金支払った際に施工業者が発行したもの。

申請者の本人が確認できる書類（以下のいずれかのコピー）
�免許証の写し �健康保険証の写し

代理申請者の本人が確認できる書類（以下のいずれかのコピー）
�免許証の写し �健康保険証の写し

窓交換

断熱材

バリアフリー

代理申請
の場合

エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム

エコ住宅（新築）の申請に必要な提出書類

証明機関

登録住宅性能評価機関

所管行政庁・登録住宅性能評価機関

登録住宅性能評価機関

適合証明機関

登録住宅性能評価機関

登録建築物調査機関

登録住宅性能評価機関

証明方法

設計住宅性能評価・建設住宅性能評価
（省エネ等級４）

長期優良住宅の認定通知書又は適合証

住宅事業建築主基準に係る適合証

フラット３５S適合証明書（省エネルギー性）

エコポイント対象住宅証明書※

住宅省エネラベルの適合証

エコポイント対象住宅証明書※

省エネ基準

トップランナー
基準

エコポイント登録・交換申請書

エコポイント対象住宅証明書
※登録住宅性能評価機関、登録建築物調査機関など第３者機関が発行。

工事証明書
※施工した工事業者が交付。分譲住宅で工事業者が分からない場合は販売業者に問い合わせのこ
と。

領収書又は契約書の写し
※注文住宅の場合は工事施工者、分譲住宅の場合は販売業者が発行したもの。

建築基準法にもとづく「確認済証」の写し
※建築確認を行う機関が交付。分譲住宅の場合は販売業者、注文住宅の場合は施工業者に問い合
わせのこと。

建築基準法にもとづく「検査済証」の写し
※建築確認を行う機関が交付。分譲住宅の場合は販売業者、注文住宅の場合は施
工業者に問い合わせのこと。

工事の竣工（完成）写真
※住宅の全景が確認出来る写真を添付。

申請者の本人が確認できる書類（以下のいずれかのコピー）
�免許証の写し �健康保険証の写し

代理申請者の本人が確認できる書類（以下のいずれかのコピー）
�免許証の写し �健康保険証の写し

右の
いづれかの
書類

代理申請
の場合

新
築
住
宅

※住宅版エコポイント制度の実施のために新たに実施

エコリフォーム申請に必要な提出書類

エコ�
 リフォーム�

�
�
�

エコ�
　住宅�

新築�

１箇所あたりのポイント数
ガラス交換

ポイント数
７，０００ポイント
４，０００ポイント
２，０００ポイント

面積
１．４�以上

０．８�以上１．４�未満
０．１�以上０．８�未満

内窓設置、外窓交換
ポイント数

１８，０００ポイント
１２，０００ポイント
７，０００ポイント

面積
２．８�以上

１．６�以上２．８�未満
０．２�以上１．６�未満

大きさの区分

大
中
小

１００，０００ポイント
３０，０００ポイント
５０，０００ポイント

外壁
屋根・天井

床

ポイント数

５，０００ポイント

５，０００ポイント

２５，０００ポイント

施工内容
●浴室 ●トイレ ●洗面所
●浴室・トイレ・洗面所以外の居室
●廊下・階段
●玄関・勝手口等の段差
●浴室の段差 ●屋内の段差
●通路の幅拡張
●出入口の幅の拡張

手すりの設置

段差解消

廊下幅等の拡張

申請方法は？
エコ住宅新築の場合、求められる基準のいずれか満たしていることを証明し
てもらう必要があります。これらは、住宅を建てる工務店や設計事務所などに
お願いして手続きをしてもらいます。

エコ住宅の新築については、基準について適合することについて登録住宅性能評価機
関等の第三者機関による証明を受ける必要があります。

エコポイントの申請・発行・商品交換について

エコポイントの申請は、原則として住宅の所有者が申請者となり、工事完了後にエコポ
イント事務局（環境対応住宅普及推進コンソーシアム）の窓口、もしくは事務局が各都道
府県に設けた受付窓口に直接申請もしくは郵送での申請を行います。その後、提供事業者
より交換商品が提供されます。

どんなものと交換出来るの？
▼省エネ・環境配慮に優れた商品（LED照明など）
▼全国で使える商品券・プリペイドカード（商品の提供事業者が環境寄付を行うなど環
境配慮型のもの、公共交通機関利用カード（Suika など））
▼地域振興に繋がるもの（地域商品券、地域産品）
▼環境寄付

ポイントの即時交換

■取得したエコポイントの交換対象として、一体的に行う追加工事にポイントを充当でき
ます。

住宅エコポイントって何？
第２次補正予算の緊急対策の一環として盛り込まれた制度です。
環境性能の高い家電や自動車に続いて、景気低迷で抑制されている住宅・設
備投資への支援などを行うことで、省エネ住宅の普及促進を目指します。
また、併せて地域経済の活性化やエコ商品の需要拡大につながることも目的
としており、その予算は国費１０００億円、３０万戸程度分を想定しています。

どんな住宅が対象になるの？
住宅エコポイントの対象となるのは、住宅の省エネ効果向上に係る施工など
について。�省エネ性能の高い新築住宅（エコ住宅）�省エネ改修（エコリフォー
ム）が対象となり、ポイントによって対象の商品や追加工事等との交換が可能
になります。
それぞれの対象には基準が設けられていて、それらをクリアする必要があり
ます。発行対象時期も異なりますので注意が必要です。

�窓の断熱改修（ガラス交換・内窓設置・外窓交換）
�外壁、屋根、天井又は床の断熱改修
＋�又は�の改修工事とあわせて行う
�バリアフリー改修（手すりの設置、屋内の段差解消、出入り
口の幅の拡張）

対象期間…………………平成２２年１月１日～平成２２年１２月３１日
※ただし、予算成立日（平成２２年１月２８日）以降に工事が完了し、引
き渡しされたもの。

ポイント申請期間………戸建住宅
共同住宅等 平成２３年３月３１日まで

ポイント交換申請期間…平成２５年３月３１日まで

�次世代省エネ基準を満たす木造住宅
�省エネ法に基づくトップランナー基準相当の住宅

対象期間…………………平成２１年１２月８日～平成２２年１２月３１日
※ただし、予算成立日（平成２２年１月２８日）以降に工事が完了し、引
き渡しされたもの。（根切り工事又は基礎杭打ち工事の着手）

ポイント申請期間………戸建住宅 平成２３年６月３０日まで
共同住宅等 平成２３年１２月３１日まで

（ただし、１１階建て以上のものは２４年１２月３１日まで）

ポイント交換申請期間…平成２５年３月３１日まで

どれくらいもらえるの？
●エコリフォームについては、�＋�＋	で３００，０００ポイントが１戸あたりの
限度に。
（�又は�の改修工事にそれぞれポイントの発行。また、�又は�の工事と一
体的に工事する場合に限って、	の改修工事のポイントを発行します。）

●エコ住宅の新築は基準を超えたものに対しては、１ポイント１円で１戸あた
り３００，０００ポイントがもらえます。

�窓の断熱改修
窓の大きさの区分及び改修方法に応じてポイント数を決定。ポイント数×工事箇

所で算出します。窓の数え方は１枠で１箇所です。ガラス交換はガラス１枚あたり
でポイントが発生します。

�外壁・屋根・天井または床の断熱改修
施工部位ごとの最低使用量以上の断熱材を使用する改修について、施工部位ごと

にポイントを発行します。

�バリアフリー改修（１戸あたり５０，０００ポイントを限度とします）
�又は�改修と一体的に行う場合に、施工内容に応じて、項目ごとに（箇所に関

わらず）ポイント数を発行します。

次世代省エネ基準を満たす木造住宅
省エネルギー基準を満たす断熱性能の高い外壁や、窓などを使った住宅のことで、制度
的には性能表示制度や長期優良住宅などの基準がベースとなっています。

省エネ法のトップランナー基準相当の住宅
省エネ基準を満たす断熱性能をもった住宅に加え、一般的な設備を備えた場合のエネル
ギー消費量と比べて、概ね１０％の削減に相当する必要があります。

住住宅宅エエココポポイインントトににつついいてて
毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）３月１５日発行建 設 長 崎第５３７号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�
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二級建築施工管理技士
受験対策講習会のお知らせ

昨年に引き続き上記の講習会を下記のとおり実施します。

受講申込受付 今月より随時受付
島原建設技術専門学院 ０９５７‐６３‐１２９７
大村建設技術専門学院 ０９５７‐５３‐８３８５

講 習 期 間 平成２２年７月上旬～１０月下旬まで（２８日間予定）
講 習 時 間 毎週２回（火・金）予定 午後６時３０分～９時まで

募集人員１０名（最低５名以上で実施）
受 講 料 ２５，０００円（予定）
講 習 内 容 建築一般�・建築一般�・安全管理・施工計画・品質管理

工程管理・法規�・法規�・実技全般
受験資格（実務経験）高等学校（指定学科卒）３年以上

高等学校卒業後４年６ヶ月以上 その他の者８年以上
大学・専門校により実務経験は異なります

平平成成２２２２年年度度入入校校生生募募集集
長崎建設技術専門学院

１ 募集期間
願書受付
平成２２年３月３１日まで
２ 募集科目

※毎週土曜日
午前９時～午後５時まで

３ 応募手続き
�入学申込書
�写真（３�×４�）１枚
４ 必要経費
入学金他手数料 ５５，０００円
授業料 毎月 １０，０００円
（組合員は毎月８，０００円）

問い合わせ先
長崎建設技術専門学院
長崎市城山町１７－５８
TEL ０９５‐８６１‐９２６１

二二級級建建築築士士（（学学科科））受受験験対対策策講講座座
受受講講生生募募集集

二級建築士試験合格を目指して、二級建築士講座を開講致します。ご希望の方は
申込書にてお申込下さい。（但し、開催最低人数５名。人数が達しない場合は中
止となる場合があります。）

記
１．講習期間 平成２２年４月中旬より 開始予定～全２７回

（原則 月・水・金曜日、急遽日程変更がある場合があります。）
２．講習内容 計画・力学・構造・法規・施工
３．講習時間 午後６時３０分～午後９時００分まで
４．受 講 料 ４５，０００円（テキスト代等別途）
５．受付期間 随時受付。申込書の持参か郵送、又はFAXにて受付致します。
６．受付場所 長崎市城山町１７－５８

長崎県建設技術専門学院本部
TEL ０９５‐８６１‐９２６１ FAX０９５‐８６１‐９２７３

２級建築施工管理技術検定のご案内
受験申込用販売期間 平成２２年６月１５日～７月１６日
受験申込受付期間 平成２２年７月２日～７月１６日
試 験 １１月１４日�
くわしくは、�建設業振興基金（試験研修本部）

〒１０５ー０００１ 東京都港区虎ノ門４－２－１２
虎ノ門４丁目MTビル２号館

TEL ０３‐５４７３‐１５８１� ホームページ http://www.fcip-shiken.jp/

２級土木施工管理技士
試験日程のご案内

書面申込 平成２２年４月１６日�～４月３０日�
試 験 日 平成２２年１０月２４日�
くわしくは、�全国建設研修センター
〒１００－００１４ 東京都千代田区永田町１－１１－３０ サウスヒル永田町ビル

TEL ０３‐３５８１‐０１３８ ホームページ http://www.jctc.jp/

２級建築士試験日程のご案内
受験申込受付・平成２２年４月１２日～４月１６日
学 科 試 験：７月４日�
くわしくは、�建築技術教育普及センター

〒１０４－００３１ 東京都中央区京橋２－１４－１

TEL ０３‐５５２４‐３１０５ ホームページ http://www.jaeic.jp

（挨拶する相川執行委員長）

（本部三役・支部長さん達とヨサコイ踊り）

（みんなで団結ガンバロー）

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３７号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）３月１５日発行


